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学習課題（小学校２年生） 
【国語】  

〈学習課題〉 

◆「せつめいのしかたに気をつけて読み、それをいかして書こう『馬のお

もちゃの作り方』」（下 39～45 ページ）にとり組みます。 

 

 

 

 

 

(１)文しょうを読んで、馬のおもちゃを作り、つぎのことをノートやと

りくみシートに書きましょう。 

   ・読むときに気をつけたこと 

   ・なんども読みかえしたところ 

   

(２)この文しょうでは、分かりやすくせつめいするために、じゅんじょ

をあらわすことばがつかわれています。どんなことばがあるか、見

つけてノートやとり組みシートに書きましょう。【↓ノートのれい】 

 

(３)ほかにも、せつめいのくふうを見つ

けたら、ノートやとりくみシートの

つづきに書きましょう。44 ページの

「せつめいのくふうを見つける」を

たしかめると、くふうを見つけやす

いです。 

 

(４)（２）（３）で見つけたくふうの中か

ら、じぶんがつかってみたいものに

しるしをつけましょう。そうすることで、つぎの学しゅうで、その

くふうをつかうことができますね。 

 

◆あたらしいかん字「合(35 ページ)」～「用(41 ページ)」まで、ノート

やとり組みシートにれんしゅうしましょう。 
 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

・「馬のおもちゃの作り方」では、実際におもちゃを作ることで、何度も読み返したとこ

ろや気をつけて読んだところに注目することができます。材料をご用意いただけると

助かります。 

・説明の工夫を見つけるときに、苦労しているようであれば、「正しく作るために、どこ

を読んだ（見た）かな。」と、質問してあげると見つけやすくなります。  
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つぎの学しゅうでは、おもちゃの作り方をせつめいする文しょうを書

きます。その時に生かせるよう、せつめいする文しょうの書き方のく

ふうについて、「馬のおもちゃの作り方」で学びましょう。 

ちゅう目！ 

なんども読みかえした
ところは、教科書の文
に、せんをひいてもよ
いですね。 


